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1．はじめに 
 雲雀丘学園は，兵庫県宝塚市にある幼稚園・小学校・中学校・高等学校から成る私立の学校法人である。そ

の歴史は，昭和 24 年に地元有志により雲雀丘小学校創立委員会設置に始まり，昭和 25 年に学校法人雲雀丘学

園の設立ならびに小学校・幼稚園の設置，昭和 28 年に中学校設置・開校，昭和 31 年には高等学校が設置・開

校と続き，現在の総合学園となっている 1）。この学園の理事長は，初代がサントリー創業者の鳥井信治郎氏，

以来代々サントリーの経営者が務め，現在は第 4 代理事長の鳥井信吾氏（サントリーホールディングス株式会

社副社長）である。筆者と親交が深い，本学医学部の元教員（谷川孝彦氏）が，この学園の高等学校の教諭を

している縁がもとで，平成 24年度から 27年度まで，毎年 8月初旬に 2泊 3日の日程で，雲雀丘学園中学校高

等学校（以降，雲雀丘学園と略す）の生徒の希望者を対象に，本学教員の協力を得て，研究室での研究体験型

教育プログラム「雲雀丘学園サイエンス・キャンプ in鳥取大学」（雲雀丘学園の要望により，平成 26年度から

「雲雀丘学園 Academic Summer in鳥取大学」に改称）を実施してきている。この企画の経緯や趣旨，平成 24，

25年度の概要については，既に報告している 2）。今回は，同プログラムの平成 26，27年度の概要，4年間のこ

の教育連携事業のまとめとその成果について報告する。 

 

2．「雲雀丘学園 Academic Summer in鳥取大学」の概要 

 この教育プログラムは，毎年，事前に雲雀丘学園の校長が本学を訪問し，本学学長に協力依頼を行い，学長

の承認を得て，実施することとしている。平成 26 年度は影浦正二校長，平成 27 年度は岡村美孝校長兼雲雀丘

学園常務理事が来学され，学長および本学関係者に協力依頼を行なった。その後，雲雀丘学園では生徒の保護

者宛てに本プログラムの案内文書を配布して，体験希望者を募り，希望者の中から選抜した生徒を，このプロ

グラムに参加させる方法をとっている。 

 

2･1平成 26年度の内容 

 平成 26年度は平成 26年 8月 4日（月）～6日（水）の日程で，鳥取キャンパス（地域学部・農学部・工学部）

（鳥取市湖山町南４丁目 101）及び米子キャンパス（医学部・生命機能研究支援センター）（米子市西町 86）で，

雲雀丘学園の生徒 20名（高 2生 5名，高 1生 8名，中 3生 7名）を対象に実施した。宿泊施設は，前年度と同

様に鳥取キャンパス生徒用として湖山クラブ（鳥取キャンパス内），米子キャンパス生徒用として米子全日空ホ
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テルを確保した。なお，雲雀丘学園から3名の教員が生徒に随行して参加した。また，この教育プログラムに，

小学生向け進学塾の運営，授業・学習支援，教育関係の出版物刊行等の事業を行なっている（株）日能研関西 3）

より取材申し込みがあり，取材を受けた。取材内容は，日能研の進学情報誌N-cube（N３）に掲載された4）。 

(1)研究テーマとスケジュール 

指導教員と研究テーマは表１の通りである。この年度の研究テーマは，雲雀丘学園からの要望により文系テ

ーマを入れ，前年度の理系テーマ10から理系テーマ8，文系テーマ2に変更した。文系テーマは4, 5班のテー

マである。鳥取キャンパス，米子キャンパスでの日程表を，それぞれ表2，3に示す。 

表2 鳥取キャンパス体験生徒用日程表（平成26年） 

大学院工学研究科機
械宇宙工学専攻　＆

地域学部地域環境学
科循環型環境学講座

医学科病態解析医学講座薬
物治療学分野

癌細胞を解析する

原 豊　准教授
＆

田川公太朗　准教授

野外彫刻入門
―観賞と制作―

難波栄二　センター長
＆

足立香織　助教

5 山下博樹　教授
地域学部地域政策学
科地域計画学分野

まちなか課題発見フィールド
ワーク

10 三浦典正　准教授

医学部医学科機能形態統御
学講座統合生理学分野

神経活動を見てみよう

4 石谷孝二　副学部長
地域学部附属芸術文
化センター

9 景山誠二　教授
医学科感染制御学講座ウイ
ルス学分野

「見えない世界を見る」
ウイルスの物語

3 寳來佐和子　准教授
地域学部地域環境学
科循環型環境学講座

毛髪と食品の水銀分析 8 木場智史　講師

2
風車工学入門。風車を作っ

て実験してみよう！
7 久郷裕之　教授

大学院医学系研究科機能再
生医科学専攻生体機能医工
学講座

細胞から染色体までのミク
ロの世界を覗いてみよう！

所属部署 研究体験テーマ

1 岡本芳晴　教授
農学部共同獣医学科
臨床獣医学講座

血液を調べる 6 生命機能研究支援センター 遺伝子実験を体験しよう

班 指導教員 所属部署 研究体験テーマ 班 指導教員

表1 雲雀丘学園Academic Summer in 鳥取大学2014（平成26年）の指導教員と研究テーマ 
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(2)研究体験等の実績 

この教育プログラムは表2，3の日程表に基づき遂行したが，初日（8月 4日）に体験生徒を乗せた往路のバ

スが高速道路で事故の渋滞に遭遇し，本学への到着が約 1 時間遅れたため，初日の全体ガイダンスからの日程

を1時間遅れで実施した。2，3日目（8月5，6日）は上記の日程表の通り，実施した。 

 全体ガイダンスでは，前年度２）の次第に加えて，豐島学長の歓迎挨拶の後，雲雀丘学園の影浦正二校長のカ

ナダからの激励メッセージのライブ中継を行なった。 研究体験，施設見学等の生徒らの様子を，鳥取キャンパ

スと米子キャンパスに分けて，以下に示す。 

 
【鳥取キャンパス】（写真1～7） 

表3 米子キャンパス体験生徒用日程表（平成26年） 

写真1 岡本芳晴 班（農学部附属動物医療センター） 写真2 原 豊＆田村公太朗 班 
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写真3 寳來佐和子 班 写真4 石谷孝二 班（地域学部附属芸術文化センター）

写真5 山下博樹 班 写真6 乾燥地研究センターの紹介講義 [辻本壽教授] 

写真７ 鳥取砂丘を散策した後，記念撮影をする生徒たちと同行の教員 
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【米子キャンパス】（写真8～13） 

 

2･2平成 27年度の内容 

 平成 27年度は平成27年 8月 3日（月）～5日（水）の日程で，平成26年度と同様に，鳥取キャンパス及び

米子キャンパスで実施し，雲雀丘学園の生徒20名（高 2生 7名，高 1生 3名，中 3生 10 名）が参加した。こ

の年度は，雲雀丘学園が米子キャンパスでの研究体験時間を十分に確保したいということで，交通手段として

米子キャンパスでの体験生徒は米子－大阪線の高速バスを利用し，これに合わせて鳥取キャンパスでの体験生

徒は鳥取－大阪線の高速バスを利用した。宿泊施設は，鳥取キャンパス生徒用として鳥取ワシントンホテルプ

写真8 難波栄二＆足立香織 班 写真9 久郷裕之 班 

写真10 木場智史 班 写真11 景山誠二 班 

写真12 三浦典正 班 写真13 ロボット手術の講義 [武中篤教授] 
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ラザ，米子キャンパス生徒用として米子全日空ホテルを確保した。なお，雲雀丘学園の随行教員は前年度より1

名増え，4名の教員が参加した。 

(1)研究テーマとスケジュール 

 指導教員と研究テーマおよび体験概要は，鳥取キャンパスについては表 4，米子キャンパスについては表 5

に示す。雲雀丘学園からの要望により，この年度の研究テーマはすべて理系テーマとした。鳥取キャンパス，

米子キャンパスでの日程表を，それぞれ表6，7に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表4 鳥取キャンパス研究体験概要（雲雀丘学園Academic Summer in 鳥取大学2015（平成27年）） 

表5 米子キャンパス研究体験概要（雲雀丘学園Academic Summer in 鳥取大学2015（平成27年））  
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表7 米子キャンパス体験生徒用日程表（平成27年）

表6 鳥取キャンパス体験生徒用日程表（平成27年） 
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(2)研究体験等の実績 

この教育プログラムは表6，7の日程表に基づき実施した。鳥取キャンパスでは，雲雀丘学園の生徒らが到着

後，本学広報センター前で例年通り記念撮影を行った。その後のガイダンスは，中島廣光理事（教育・国際交

流担当）が歓迎の挨拶，次いで指導教員の自己紹介，そしてスケジュール説明を行った。米子キャンパスでの

ガイダンスは，岡田太副医学部長の歓迎の挨拶，指導教員の自己紹介，スケジュール説明の後に，記念撮影を

行った。 

生徒らの研究体験，施設見学，研究発表会等の生徒らの様子を，鳥取キャンパスと米子キャンパスに分けて，

以下に示す。  
【鳥取キャンパス】（写真14～18） 

 
写真14 中島廣光理事，指導教員と共に記念撮影をする雲雀丘学園の生徒たち [広報センター前] 

写真15 伊藤敏幸 班 写真16 渡邉文雄 班 
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【米子キャンパス】（写真19～24） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真17 菌類きのこ遺伝資源研究センター見学 [中桐昭 センター長] 

写真18 乾燥地研究センター見学（乾燥地学術標本展示室） [山中典和 副センター長] 

写真19 米子キャンパスガイダンス後の記念撮影 

[後列右より，久郷教授，畠教授，岡田副医学部長，三浦准教授，大西助教，谷川教諭(雲雀丘学園)，中本准教授] 

−　95　−

教育研究論集　第６号（2016 年 2 月発行）田中俊行：鳥取大学・雲雀丘学園の教育連携事業　「雲雀丘学園 Academic Summer in 鳥取大学」とその成果



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真20 中本幸子 班 写真21 大西一成 班 

写真24 米子キャンパス研究体験発表会 [発表者:久郷裕之 班，会場:医学部421講義室] 

写真23 畠義郎 班 写真22 三浦典正 班 
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3．「雲雀丘学園Academic Summer in鳥取大学」の成果 

 この研究体験型教育プログラムは，筆者と雲雀丘学園の谷川孝彦教諭の間の30年以上にわたる親密な交友関

係を基に，本学にとっては雲雀丘学園を通して，関西地区における本学の人間力養成を目指す教育の発信を目

的に，また雲雀丘学園にとっては教育目標の一つである「本物の学び」に繋がるキャリア教育の充実を目的に

平成24年度から学長の承認を得て始めた。４年間のこの事業を総括するために，その成果を以下に示す。 

 この教育プログラムは，雲雀丘学園並びに同校の保護者，生徒から高い評価を得ている。というのは，雲雀

丘学園では毎年，６月末に保護者宛にこのプログラムの募集を行うが，２年目からは募集定員20名の２倍以上

の希望者が集り、その状況は継続している。また，毎年９月には，同校で文化祭（雲雀祭）が開催されるが，

第48回雲雀祭での研究体験発表会（2014年 9月 7日開催）では，発表18テーマのうち10テーマがこの教育プ

ログラムで実施した課題であり，本学のこの研究体験型教育が同校の保護者に対しても強い存在感を示してい

ると考えている。また，参加した生徒の感想文には，研究室に入ることで「大学での研究がどんなものか」等

の研究の実態や，研究室の雰囲気を体験することができたこと，また教員，研究室の学生との交流を通して学

んだことが多く，貴重な体験になったことが綴られている。 

 雲雀丘学園高等学校では，毎年7月の第一土曜日に，関西地域を中心に30以上の国公立，私立大学から教員

を同校に招き，生徒および保護者も対象に様々な専門分野の出張講義「One Day College」を実施している 5)。

本学からの講師は，平成 22 年 1 名，平成 23 年１名，平成 24 年 2 名，平成 25 年 2名，平成 26 年 3 名，平成

27年 3名と増加している。平成23年から筆者は毎年参加し，筆者のほかは本教育プログラムの指導教員経験者

が講師となっており，雲雀丘学園と本学の連携強化の証であると考えている。  

 この教育に関する雲雀丘学園と本学の中高大連携事業の成果を評価するために，平成 23 年度～平成 27 年度

本学入試に対する雲雀丘学園高等学校からの志願・受験・入学者データの調査を行った。その結果を表 8 に示

す。 

 

入試年度 志願者数 受験者数 入学者数

平成 23 年度  1  0 0 

平成 24 年度 11  6 1 

平成 25 年度 11  8 1 

平成 26 年度 26 19 7 

平成 27 年度 19 12 3 

 
 表 8 より，最近過去 5 年間の間に，雲雀丘学園から本学入試に対する志願者数，受験者数，入学者数は明ら

かな増加傾向が見られる。特に，平成 25 年度から平成 26 年度に，志願者数は 2.4 倍，受験者数は 2.4 倍，入

学者数は 7.0 倍に増加した。この増加傾向は，主にこの教育プログラムの実施によって，雲雀丘学園の生徒に

鳥取大学の研究教育の知名度と評価が上昇したと考えている。また，雲雀丘学園の出張講義「One Day College」

は，通常１大学で１名の講義になっているが，本学は平成 24，25 年度に 2 名，平成 26 年度に 3 名が講義をし

ており，その講義も表8の成果に効果があったと推測している。 

 

4．終わりに 

 雲雀丘学園と本学とのこの教育連携事業の成果は，筆者と谷川教諭との信頼関係を核とした，同校と本学の

信頼に基づく協力関係の構築により，実現できたと考えている。今後は，同校の要望，信頼に応えるよう，更

に，この事業をより質の高いものに洗練し，継続していくことが，関西地区における本学の教育研究ブランド

表8 過去5年間の雲雀丘学園の鳥取大学入試受験データ 
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力の強化には大切であると考えている。 

 鳥取県出身の第56代文部大臣の橋田邦彦氏が，昭和15年に「科学する心」と題する論説を発表している 6)。 

この著作の中で，橋田氏は科学が人生において重要と考えられているのは，科学を通じて「ものごと」を正し

く把握することができるということ，また観察（実験）を通して科学すること（「科学する心」と呼称）の大切

さを説いている。また，観察はものごとを正しくつかみ自分のものにすることであり，それは自己の働きによ

って成されるとしている。 

 この教育プログラムには，過去4年間で雲雀丘学園の生徒72名が参加した。筆者は，この教育プログラムの

経験が，参加した生徒各人にとって「科学する心」の獲得につながれば，この事業を企画・運営した者として

大変嬉しい限りである。 

 
田中俊行（鳥取大学産学・地域連携推進機構 研究推進部門） 
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